
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

与板中学校で第 72 回卒業証書授与式が行われ、３年生

55名が３年間通った学び舎を後にしました。 

３年生は、長谷川修校長から「力強い輝きをエネルギー

に変え、自分の選んだ道を照らして歩んでいただきたい。

メリハリを大事にし、人生を充実したものにしてくださ

い。」と激励の言葉とともに卒業証書を手渡されました。  

別れの言葉では卒業生を代表し高橋茉帆さんが、苦楽を

共にした仲間達、指導を受けた恩師や、支えてくれた全て

の人達への感謝を述べました。 

学年全員が揃った卒業式を終え、巣立っていく３年生達

の表情は笑顔で輝いており、新しい出会いへの希望で溢れ

ていました。（３月４日） 

明るい笑顔で学び舎を後に 与板中学校３年生星
せ い

輝
こ う

学年卒業式 

 

  

 
 

 

 



 与板支所だより 平成 31年３月号 ２ 

                             

                             

                             

                             

おいしいね「お船らーめん」 

 

 

与板観光協会が長岡雪しかまつりにご当地グル

メ「お船らーめん」を出店しました。 

４回目となった今年は２日間で 600食を完売し、

一時は行列が出来るほどの盛況ぶりでした。「お船

らーめん」は、与板地域のご当地グルメとして着

実に浸透しているようです。（２月 16、17日） 

思い思いにゲレンデを堪能 

毎年恒例の与板地域スキーツアーが舞子ス

ノーリゾート（南魚沼市）で開催されました。

午前中はガスがかかっていましたが、午後に

なると青空が広がる時間もあり、参加者はフ

リーで楽しんだり、サンデースキークラブの

スキー教室を受けたり、各々でゲレンデを堪

能していました。（２月 17日） 

職人技のすごさを発信 越後与板打刃物 

 

東京・日本橋で越後与板打刃物匠会が恒例の展示会を開

催。リピーターの多い包丁研ぎには連日多くの方が訪れま

した。体験コーナーではノミやカンナの切れ味の鋭さに驚

く来場者の姿が見られました。木の心地よい香りに包まれ

た会場で、メードイン与板の素晴らしさを存分にＰＲして

きました。（２月１～３日）    

 
 

 

冬場にいい汗かいてます！ 

 

よいたコミュニティセンターなどで、冬場の運

動不足解消講座を６回シリーズで開催中です。３

回目となる今回は、諸橋ゆうみ運動指導員の掛け

声のもと、ストレッチ、ウエイトトレーニングで

汗を流し、ケガなく運動できる体のコンディショ

ンの整え方を学びました。最終回の３月 25日はお

楽しみ運動講座を開催します。（２月 18日） 

ハイブ長岡で開催された「開府 400年記念！長岡も

のづくりフェア」では、越後与板打刃物組合によるカ

ンナ削りや削り華製作体験、越後与板打刃物匠会によ

る香木を削る体験が大人気。参加者は、普段は馴染み

のない大工道具のノミやカンナを使用し、職人の一流

の技術を身近に感じていました。（２月９、10日） 



３ 与板支所だより 平成 31年３月号 

                             

             

健
康 
 

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

日
時
＝
３
月
20
日
（
水
） 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

会
場
＝
与
板
支
所 

内
容
＝
全
血
献
血 

対
象
＝
16
歳
～
69
歳
の
方
。
た
だ

し
、
65
歳
以
上
の
方
は
60
歳
～
64

歳
ま
で
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

に
限
ら
れ
ま
す
。 

持
ち
物
＝
献
血
カ
ー
ド（
献
血
手
帳
） 

※
初
め
て
の
方
は
保
険
証
等
、
本
人

確
認
が
で
き
る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

【
問
】
市
民
生
活
課
保
健
係 

☎
72
・
３
１
９
０ 

 

 

暮
ら
し 

 

大
自
然
と
遊
ぼ
う
！
う
ま
み
ち
森

林
公
園
４
月
１
日
（
月
）
オ
ー
プ
ン 

開
放
感
あ
ふ
れ
る
自
然
の
中
で
キ

ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽

し
め
ま
す
。
ご
家
族
、
お
仲
間
で
ぜ

ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
う
ま
み
ち
森
林
公
園 

 

☎
74
・
３
０
１
０ 

 

   

城
山
山
頂
ト
イ
レ
の
廃
止
に
つ
い

て 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
放
映
に
合
わ

せ
設
置
し
た
城
山
山
頂
の
ト
イ
レ
は
、

経
年
劣
化
と
と
も
に
修
理
不
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
冬
を
も
ち
ま
し

て
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

今
後
城
山
へ
登
ら
れ
る
際
は
、
天

地
人
通
り
の
公
衆
ト
イ
レ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

城
山
登
り
口
付
近
に
も
案
内
表
示

を
設
置
い
た
し
ま
す
。 

長
い
間
、
大
切
に
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
問
】
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係 

☎
72
・
３
２
０
１ 

春
の
火
災
予
防
運
動 

「
忘
れ
て
な
い
？ 

 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認
」 

期
間
＝
４
月
１
日（
月
）～
７
日（
日
） 

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
！ 

～
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
３
つ

の
対
策
～ 

①
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
確
実
に
消
す
。 

②
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

③
家
の
ま
わ
り
は
、
整
理
整
頓
し
、

段
ボ
ー
ル
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の

は
置
か
な
い
。 

～
火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
４
つ
の
対
策
～ 

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

②
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。 

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。 

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。 

【
問
】
与
板
消
防
署
予
防
係 

☎
72
・
２
５
７
２ 

 

 

 

 

与板町歴史ボランティアガイド会主催の

歴史講演会「戊辰の役と与板藩」が、和島

公民館長の羽鳥仁一氏を講師に、よいたコ

ミュニティセンターで開催されました。  

戊辰戦争時の与板藩の動向、周辺地域も

含めた攻防の様子や人間の心の動き等をわ

かりやすく解説していただき、参加者はか

つて与板で起こった悲しい出来事を通し、

与板の歴史に思いを馳せていました。 

（３月３日）  

戊辰戦争時の与板に思いを馳せる 

 



与板支所だより 平成 31年３月号 ４ 

 

暮
ら
し 

 

資
源
物
の
拠
点
回
収
を
実
施
し
ま
す 

与
板
地
域
で
資
源
物
の
拠
点
回
収

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

日
時
＝
４
月
14
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
正
午 

会
場
＝
与
板
支
所
車
庫
棟 

内
容
＝
回
収
品
目
（
家
庭
か
ら
出
た

も
の
に
限
り
ま
す
） 

古
紙
類
、
び
ん･

缶･

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

古
着･

古
布
、
食
器
類
、
か
ば
ん･

ベ

ル
ト
、
靴
、
小
型
家
電
、
リ
ユ
ー
ス

び
ん
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
、
ミ

ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
（
食
器
は
紙
で
包

み
箱
に
入
れ
る
。
古
紙
は
紐
で
十
字

に
縛
る
。
そ
の
他
は
透
明
・
半
透
明

の
袋
に
入
れ
る
。
） 

品
目
別
の
対
象
、
出
し
方
は
「
長

岡
市
ご
み
と
資
源
物
の
出
し
方
」（
平

成
27
年
10
月
改
訂
版
）
の
24
・
25

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
２
０
１
９
年
度
資
源
物
拠
点
回
収

予
定
日 

第
２
回
７
月
21
日
（
日
） 

第
３
回
11
月
17
日
（
日
） 

    

粗
大
ご
み
の
申
込
み
は
お
早
め

に
！ 春

は
粗
大
ご
み
の
収
集
が
多
く
な

り
ま
す
。
早
め
の
申
込
み
を
お
す
す

め
し
ま
す
。 

申
込
方
法
＝
①
電
話
：
月
曜
日
～
金

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
祝
日
・
振
替
休
日
及
び
年
末
年

始
は
除
く
） 

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
サ
ー
ビ
ス
：
年
中
24
時
間

受
信
し
、
受
付
後
に
メ
ー
ル
か
電
話

で
返
信
し
ま
す
。 

【
申
・
問
】
長
岡
市
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー 

 
 
 

 

☎
25
・
０
０
５
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
25
・
０
０
６
４ 

 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

お
忘
れ
な
く
！ 

日
時
＝
４
月
５
日
（
金
） 

午
後
１
時
10
分
～
１
時
50
分 

会
場
＝
与
板
保
健
セ
ン
タ
ー 

※
市
内
の
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
の
会
場
は
、

市
政
だ
よ
り
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

料
金
・
持
ち
物
＝
①
登
録
済
み
の
犬

３
，
２
０
０
円
。
郵
送
さ
れ
た
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請
書
②
新

規
登
録
の
犬
６
，
２
０
０
円
。
申
請

書
は
会
場
受
付
で
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

     

環
境
美
化
推
進
員
に
ご
協
力
く
だ

さ
い 各

町
内
か
ら
推
薦
さ
れ
た
「
環
境

美
化
推
進
員
」
が
、
ご
み
と
資
源
物

の
分
け
方
・
出
し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

町
内
に
ご
み
の
散
乱
や
犬
・
猫
の
ふ

ん
の
放
置
な
ど
が
な
い
か
見
回
っ
た

り
し
ま
す
。
地
域
の
環
境
保
持
と
美

化
の
た
め
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 環
境
美
化
袋
を
支
給
し
ま
す 

町
内
単
位
で
実
施
す
る
清
掃
活
動

（
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
）
に
、
落
ち
葉

や
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
を
入
れ
る

「
環
境
美
化
袋
」
を
支
給
し
て
い
ま

す
。「
環
境
美
化
袋
」
は
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
に
も
使
用
で
き
ま

す
。
正
し
く
分
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
環
境
美
化
袋
は
、
分
別
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
り
、
収
集
日
が
違
う
と
収

集
で
き
ま
せ
ん
。「
燃
や
す
ご
み
」
と

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
に
分
別
し
て

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

※
環
境
美
化
袋
は
、
町
内
の
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
み
出
し
等
に

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

【
問
】
市
民
生
活
課
環
境
係 

☎
72
・
３
１
６
０ 

 

山
林
の
立
木
等
の
適
正
管
理
に
つ

い
て 

 

雪
解
け
を
む
か
え
、
山
沿
い
の
市

道
や
農
道
・
林
道
で
は
例
年
、
冬
期

間
の
暴
風
雪
に
よ
っ
て
倒
れ
た
木
や

折
れ
た
枝
が
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

山
林
を
所
有
す
る
方
は
、
通
行
車

両
や
中
山
間
地
域
で
の
農
作
業
等
に

支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有
山
林

の
立
木
の
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
伐
採
等
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
問
】
産
業
建
設
課
農
林
係
、
土
木

施
設
係 

 
 

 

☎
72
・
３
２
０
１ 

☚ 

こ
の
の
ぼ
り
旗
が
目
印 

 



５ 与板支所だより 平成 31年３月号 

支所だよりの発行が年７回の発行に変わります（予定） 

 

支所だよりが現在の毎月発行から隔月発行に変わります（５、７、９、

11、１、３月の 15日発行）。 

内容は与板地域の市政情報をお知らせしていきます。これまで掲載し

ていた「地域のできごと」については、特別版として年１回２月に発行

します。 

急きょお知らせする必要がある情報については、随時回覧等でお知ら

せしていきます。 

   

大切な１票、忘れずに投票しましょう 統一地方選挙 

 

長岡市選挙管理委員会・長岡市明るい選挙推進協議会 

 （問：地域振興課総務係72・3101 選挙管理委員会事務局39・2241） 

新潟県議会議員一般選挙 

告示日 ３/２９（金） 

投票日  ４/７（日） 

 

 

長岡市議会議員一般選挙 

告示日 ４/１４（日） 

投票日 ４/２１（日） 

 

 

登録統計調査員を募集しています 

市では国や県が実施する各種統計調査に従事する統計調査員の登録者を公募しています。 

統計調査員は 統計調査の際に、調査対象となる世帯や事業所などと直接やりとりし、調査票

を配布・回収する重要な業務を行っていただきます。 

登録要件 次の要件をすべて満たす方です。 

１ 20歳以上の方 

２ 心身ともに健康で責任をもって統計調査を遂行できる方 

３ 調査で知り得た情報など秘密の保護に関して責任の持てる方 

４ 警察・税務に関係する業務に従事していない方 

５ 選挙に直接関係のない方  

６ 暴力団員並びに暴力団および暴力団員と密接な関係を有しない方 

調査員の報酬 

調査員には、調査活動に従事した対価として報酬が支払われます。報酬は国などの基準により

支払われ、報酬額は調査の種類や受け持ち件数などにより異なりますが、２～５万円程度です。

※調査員に登録いただいても「毎月の固定給」等は一切ありません。 

登録方法 

登録を希望される方は、支所地域振興課までご連絡ください。「長岡市登録統計調査員希望者

登録申請書」を記入していただき、後日、登録についての説明と簡単な面接を行います。 

※登録後は各種統計調査実施の際に、お住まいの地域等を考慮し、市から調査の依頼を行いま

す。統計調査は年間を通じて調査員として従事する形態ではありません。また、調査の規模

や対象が市内の一部地域となる調査等では依頼しない場合もありますのでご了承ください。 

【問】地域振興課地域振興・防災係 72・3101 

 

 



編集／発行 長岡市与板支所地域振興課 ☎0258-72-3101（直通）FAX：72－3331  yit-chiiki@city.nagaoka.lg.jp  

市ホームページではカラー版がご覧になれます。

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/osirase/yoita/osirase.html 

 

■納期限は４月１日（月）です  

国民健康保険料 ９期 

後期高齢者医療保険料 １２期 

介護保険料 １２期 

与板地域の人口（H3１.3.１現在）※（ ）前月比 

世帯数 人口 男 女 

 2,268 世帯
（-3） 

6,354 人 
（-11） 

3,127 人 
（-5）  

3,227 人 
（-6） 

※外国人世帯・人口を含む 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

1 月 
まちの駅よいた観光案内再開 
土砂災害Ｄメールテストメール発信 

2 火 よろしくね！の集い（にじの子広場） 

3 水  

4 木  

5 金 
小中学校入学式 
狂犬病予防注射（与板保健センター） 

6 土 保育園入園式 

7 日 新潟県議会議員選挙 

8 月 
幼稚園入園式 
ほのぼ～のカフェ（よいたコミセン） 

9 火  

10 水 
行政相談（支所男子厚生室） 
健康相談・身体測定（にじの子広場） 

11 木  

12 金  

13 土 誕生祭（にじの子広場） 

14 日 
地域ハイキング（城山） 
資源物拠点回収（支所車庫棟） 

15 月  

 

 

 

 

 

16 火  

17 水 親子体操教室（にじの子広場） 

18 木 離乳食相談（にじの子広場） 

19 金 「テレビを消してごはんをたべよう」の日 

20 土  

21 日 
長岡市議会議員選挙 
河川清掃活動（河川公園・旧黒川周辺） 

22 月  

23 火 赤ちゃん相談（三島保健センター） 

24 水 お誕生会（にじの子広場） 

25 木 １歳６カ月児健診（三島保健センター） 

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 昭和の日 

30 火 国民の休日 

 

自動車文庫「米百俵号」巡回日程 

４月 10日（水） ５月８日（水） 

 10：30～10：50 槙原農村センター 
 11：00～11：20 旧与板公民館黒川分館 
 11：30～12：00 ふれあい交流センター 
 13：10～13：45 与板幼稚園 
４月 11日（木） ５月９日（木） 
 13：10～13：50 与板小学校 
４月 15日（月） ５月 20日（月） 
 13：15～13：45 ㈱中村組 
 13：50～14：10 城山集会所 

健康ひとくちメモ  「3月は自殺対策強化月間です」 

長岡市では、働き盛りの男性と高齢期の女性の自殺者が多く、その数は交通事故死亡者数を上回りま

す。自殺に繋がる悩みは「健康のこと」「家族や家庭のこと」「お金や生活のこと」「仕事の悩み」など

様々な要因が重なり合っています。また、本人だけの問題ではなく、周囲の人にも様々な影響が出ます。 

春は環境の変化により、仕事にはりきっていた人や学校生活に希望を持っていた人が心に不調をきた

すことがあり、特に注意が必要な時期です。うっかりミスが増えたり、体調や気持ちがすぐれないと感

じたときは、一人で抱え込まず言葉にしましょう。また、介護や育児を一人でがんばっていては体も心

も休まる時間がありません。周囲の方もがんばれと励ます事は逆効果です。まず否定せずに話を聞き、

労う気持ちを伝えましょう。 

専門相談窓口：新潟県こころの相談ダイヤル ☎0570-783-025（24時間対応） 

 

 
 


